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大磯丘陵におけるモクレイシの繁殖特性
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緒言

　
　モクレイシ（Microtropis japonica (Franch. & Sav.) Hallier 
f.）は、ニシキギ科モクレイシ属に属する雌雄異株の常
緑小高木で、日本から台湾にかけて分布している（立石 , 
2016）。日本国内における本種の分布域は、関東南部か
ら伊豆諸島および九州南部から琉球列島を中心とした 2
つの地域に隔離分布しており、これは最終氷期に伊豆諸
島と琉球列島がレフュージアとして機能したことが原因
だと指摘されている（Yamada et al., 2021）。
　このようにモクレイシは分布域が特徴的であることが
知られている一方で、その生理や生態については不明な
点が多い。これまでに日本国内においては、スダジイ林
とタブノキ林、アカガシ林、山頂部の風衝低木林など様々
な植生で見られ（Itow, 1984; 上條ほか , 1999; 小嶋・藤原 , 
2008）、高木林であるスダジイ林（オオシマカンスゲ－ス
ダジイ群集）やタブノキ林（イノデ－タブノキ群集）に
おいて本種は低木層に留まり林冠を構成しないことが報
告されている（村上ほか , 2015）。この他には染色体数に
関する研究（Fukuda et al., 2018）がみられる程度であり、
繁殖様式や生活様式など本種の保全に必要な生態的特性
はほとんど明らかにされていない。
　ところで、一般に木本植物では個体があるサイズを超
えると繁殖を開始し、そのサイズを繁殖開始サイズと呼
ぶ（正木・陶山 , 2011）。このように木本植物における繁殖
は齢ではなくサイズに制限されるため、繁殖開始サイズ
は木本植物の保護および保全において重要な知見となる。
加えて、開花時期や開花期間など開花フェノロジーに関
する情報は、例えば訪花昆虫相（西川・内藤 , 2006）や近
縁種との雑種形成（亀山ほか , 2012）などを検討する際に
重要な情報となるが、モクレイシにおいて開花フェノロ
ジーを定量的に明らかにした例はみられない。さらに林
床の低木種は花粉媒介様式が虫媒で目立たない花を持ち、
種子が鳥散布であることが特徴的であるとされているが
（菊澤 , 1995）、モクレイシについては花粉媒介者だけでな
く花粉媒介様式についても明らかにされていない。
　そこで本研究では、特に開花フェノロジーと繁殖開始

サイズに着目して、モクレイシの繁殖様式の一端を明ら
かにすることを目的とした。

材料と方法

　大磯丘陵の南に位置する羽白山および紅葉山におい
て、2024年 1月から 2024年 4月にかけて野外調査を実
施した（図 1）。羽白山と紅葉山には尾根上にハイキング
コースが設置されており、この一帯はクヌギ、イヌシデ、
コナラ、クスノキ、スダジイ、タブノキなど多様な種が
林冠を形成している。
　このハイキングコース沿いの樹林内で確認した計 77
個体のモクレイシについて、毎木調査と開花調査を行っ
た。毎木調査では樹高 0.3 m以上の個体を対象として、
樹高と地上高 0.3 mの直径（D0.3H）を記録した。一般
的な毎木調査では胸高直径（DBH）が 5 cm以上の個体
が調査対象となることが多いが、モクレイシは胸高直径
が 5 cmに満たない個体が多いため、本研究では樹高が
胸高位置に満たない小さな個体も調査対象として含めた。
各個体の開花調査は、2024年 2月から 2024年 4月にか
けて週 1回程度の間隔で実施し、開花の有無と性別、開
花度を記録した。開花調査では下部の枝は直接目視し、
上部の枝は 8倍の双眼鏡（Nikon MONARCH 7 8x30）と
6倍の単眼鏡（PENTAX VM 6x21 WP）を用いて開花の
有無を観察し、雄株と雌株に分けて記録した。
　繁殖開始サイズは城田ほか（2015）を参考にして、
D0.3Hを説明変数、開花の有無を目的変数としてロジス
ティック回帰分析を行い、ロジスティック回帰が有意で
ある場合にオッズ比が 1（＝繁殖確率が 50 %）となるサ
イズを繁殖開始サイズとして定義した。
　開花量については、山下（2021）による 6段階の開花
度（0：無着花、1：少数の着花あり、2：樹冠に部分的
に着花、3：樹冠の半分程度に着花、4：樹冠に部分的
に着花なし、5：樹冠全面に着花）で記録し、各個体の
開花度の最大値を解析に用いた。加えて、個体サイズと
繁殖への投資量との関係を明らかにするため、D0.3Hを
説明変数、開花度を目的変数としてポアソン回帰分析を
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図 1. 調査位置図 . 破線で囲まれた部分が調査地となる . 国土地理院承認 平 14 総複 第 149 号 . 白地図の作成にはフリーウェアの Kenmap 
Ver 9.3（鎌田 , 2024）を使用した .
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図 2. モクレイシの開花個体数の推移 . 図中の記号は，開花個体中の雄株（〇）と雌株（⃝）を示す．
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行った。
　なお、統計解析は統計ソフト R version 4.0.2（R Core 
Team, 2020）を用いて実施した。

結果

開花期間

　モクレイシの開花個体数の推移を図 2に示す。調査対
象となった 77個体のうち、開花が確認された個体は計
35個体で、雄株が 19個体、雌株が 16個体で、調査を
開始した 2月 18日時点で雄株と雌株の一部で既に開花
が始まっていた。開花のピークは雄株と雌株で僅かに差
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図 3. モクレイシの繁殖に及ぼす D0.3H と樹高の影響 . 図中の記
号は , 未開花個体（×）と開花個体中の雄株（〇），開花個
体中の雌株（⃝）を示す．
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図 4. モクレイシの個体サイズと繁殖の有無との関係 . 図中の記号
は、未開花個体（×）と開花個体中の雄株（〇），開花個体
中の雌株（⃝）を示す．

0 2 4 6 8 10 12

0

1

2

3

4

5

D0.3H (cm)

開
花

度

図 5. モクレイシの個体サイズと開花量との関係 . 図中の記号は , 
未開花個体（×）と開花個体中の雄株（〇），開花個体中の
雌株（⃝）を示す．

異が見られたものの、いずれも 3月下旬に開花個体数が
急減し、3月 30日の調査を最後にして雄株と雌株とも
に開花個体が消失した。

繁殖開始サイズ

　モクレイシの個体サイズと繁殖の有無との関係（図 3）
をみると、樹高 3 m以上かつ D0.3Hが 4 cm以上では全
ての個体が開花しており、開花個体は未開花個体よりも
樹高および D0.3Hが大きい傾向が認められた。
　最小開花サイズは樹高 1.02 m、D0.3Hが 0.7 cmの雌株
で、他の開花個体と比べて極端に個体サイズが小さかっ
た。この最小開花サイズの個体を除くと、雄株と雌株は
ともに樹高 2 m、D0.3Hが 2 cm前後から開花し始めてお
り、雌雄で大きな違いは見られなかった。
　さらにロジスティック回帰分析を用いて繁殖開始サイ
ズを求めた結果、D0.3Hが有効な変数として採択され（p 
< 0.001）、D0.3Hが 3.0 cmの時に繁殖開始サイズとなっ
た（図 4）。

開花量

　ポアソン回帰分析を用いて個体サイズと開花度の関係
を調べた結果、D0.3Hが大きくなるほど開花度が高くな
る傾向がみられた（図 5、p < 0.001）。また開花度が 3以
上の個体は、いずれも D0.3Hが 8 cm以上の大型の個体
であった。

考察

開花期間に関わる環境要因

　モクレイシの開花期間は 2月から 3月（立石 , 2016）、
もしくは 3月から 4月（北村・村田 , 1971; 邑田・米倉 , 
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2016）と報告されており、概ね 2月から 4月が開花期間
と考えられている。一方で本研究では開花期間が 2月か
ら 3月末とやや早い傾向であったが、その理由として光
環境などの立地環境の違い（梶山ほか , 2017）や地域間
差（小池ほか , 2012）だけでなく、3月末の気象条件が
影響していると考えられる。本調査地から最も近い辻堂
地域気象観測所における調査期間の気象観測記録をみる
と、3月 29日に最大瞬間風速 29.1 m/sを記録していたほ
か、日最高気温は 3月 30日に 25度、3月 31日に 24.8
度を記録していた（図 6）。このように強風と急激な高
温に晒された結果、3月末の短期間で花が散ってしまっ
た可能性がある。また、本研究では開花の正確な開始時
期を捉えられなかったため、開花に要する温度要求性に
ついては明らかにできなかった。

個体サイズと繁殖への投資配分

　モクレイシの繁殖開始サイズはイタヤカエデ、オオモ

ミジ、ウワミズザクラなどの高木と比べて小さく、小高
木のウリハダカエデや低木のコバノミツバツツジに近い
値であった（表 1）。Shibata & Tanaka（2002）によると、
樹木の最大サイズと繁殖開始サイズとの間には正の相関
があり、低木種は高木種と比べて早く繁殖を開始すると
指摘しているが、これは本研究の結果を支持している。
また、個体サイズが大きくなるにつれて開花量が増加す
る傾向が見られたが（図 5）、ウバメガシでも同様の傾
向が報告されている（山下 , 2021）。このように小高木
であるモクレイシは、高木種と比べて小さな個体サイズ
で繁殖を開始するが、繁殖開始サイズ付近では主に栄養
成長に投資して、D0.3Hが 8 cmを超えるあたりから生
殖成長への投資を増やしていると考えられる。さらに近
藤ほか（2024）は、モクレイシのように耐陰性のある低
木種は光環境よりも樹高の方が繁殖開始に影響している
と報告しているが、本研究では全ての個体が林冠木に被
陰されていたため、光環境と繁殖開始サイズとの関係に
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図 6. 開花調査の期間中の辻堂地域気象観測所における気温（A）と風速（B）の日時変化．
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ついて結論づけることはできなかった。
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表 1. 木本種の繁殖開始サイズ
種名 繁殖開始 

サイズ (cm)
測定値 繁殖開始サイズ 

の判定方法
出典

高木 エドヒガン 16.1 DBH オッズ比が 1の時 城田ほか (2015)
高木 イタヤカエデ 12.7 DBH Thomas (1996) の方法 Tanaka et al. (2008)
高木 ウワミズザクラ 11.1 DBH オッズ比が 1の時 城田ほか (2015)
高木 オオモミジ 8.0 DBH Thomas (1996) の方法 Tanaka et al. (2008)
高木 カスミザクラ 5.7 DBH オッズ比が 1の時 城田ほか (2015)
小高木 モクレイシ 3.0 D0.3H オッズ比が 1の時 本研究
低木 コバノミツバツツジ（前年非開花） 3.0 地際直径 オッズ比が 1の時 (※ 1) 吉村・相村 (2010)
小高木 ウリハダカエデ 2.4 DBH Thomas (1996) の方法 Tanaka et al. (2008)
低木 コバノミツバツツジ（前年開花） 1.5 地際直径 オッズ比が 1の時 (※ 1) 吉村・相村 (2010)
※ 1 : 本文中の数式から計算した値 .




